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対馬方言1950年 の調査研究

堀 井 令以知

本稿は1950年 夏に現地調査 した対馬方言についての未発表の記録である。

長崎県対馬の共同調査は、昭和25年(1950)に 、 日本言語学会、 日本考古学会、 日本人類学会、

日本地理学会、日本民俗学会、 日本民俗学協会、 日本社会学会、 日本宗教学会の8学会が連合

して7月5日 から8月20日 に実施 された。 日本言語学会か らは東京班 として金田一春彦 ・山本謙吾

・三根谷徹、京都班 として泉井久之助・堀井令以知 ・奥村三雄、九州班として吉町義雄が参加 し

た。対馬方言の音韻の研究を東京班が、対馬方言の語彙の研究を京都班が、対馬方言の語法の

研究を九州班が担当 した。その結果の報告は日本人文科学会編r人 文一特集 対馬調査一』第1

巻第1号(昭 和26年5月 、有斐閣刊)に 掲載された。 日本言語学会の報告は64頁 から85頁にある。

それは、(一)総 記 金田一春彦、(二)語 彙調査報告 堀井令以知、(三)語 法調査報告 吉町義雄、

(四)音 韻調査報告(1)音 韻の部 山本謙吾 ・三根谷徹、(2)ア クセン トの部 金田一春彦の執筆で

ある。

9学会(当 時8学会)の 連合調査は、その後も続けられたが第1回 の調査に参加 した思い出は半

世紀を経た今も脳裏に刻まれている。その時に調査 した多くの資料は、その1部 を上記の 『人

文』およびr京 大特研会(大 学院特別研究生の会)資 料』の 「対馬方言採集手帳から」(昭和25

年9月)、 堀井令以知r地 域社会の言語文化』「第19章 対馬方言の語彙」(昭和63年3月 、名著

出版)に 記述 したのみで全般的調査報告は長 く筐底に眠っていた。半世紀を経た今 日、ここに

発表するのは、調査記録のノー トを整理 し未発表の資料をまとめて報告 しておかねば、1950年

実地調査の方言記録は永久に失われて しまうことになると思ったからである。

柳田国男はr海 上の道』(昭和27年)の 初めに、それぞれの閲歴を持ち寄った九つの学会が一

致 して 日本の民族の生存を共同研究の対象としていることを喜ばれ、次のように述べられる。

「他 日我々の能力が充ち溢れるならば、無論次々に研究の領域を、海から外へ拡張 して行 くこ

とであろうが、少なくとも是までの様に、よその国の学問の現状を熟知 し、それを同胞の間に

伝へることを以て、学者の本務の極限とするや うな、あはれな俗解は是で終止符を打たれるで

あらう」と。 対馬の共同調査に先立ち、昭和25年6月25日 に東京大学理学部地理学教室におい
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て調査打ち合わせ会があ り、私 もその

会に出席 した。午前ll時 か ら泉靖一明

治大学教授の司会で行われ、 ミシガン

大学調査班の参加のこと、科学研究費

の配分、長崎県よ りの補助金、福岡で

の宿泊、各班(24班)の 連絡、名刺に八

学会連合対馬共同調査委員会の調査機

関名を明示す ることなどが議題になっ

た。

1)対 馬の沿革

対馬の古い名称は都之萬(つ しま)と

い った。『古事記』『日本書紀』には津

嶋 とある。海津の中にある島の意味か

らである。対馬の字はr魏 志倭人伝』

に記されるが、中国人は都志麻(つ しま)

を都以婆(つ いば)と 言ったので鎌倉時

代か ら日本でも対馬の文字を当てたと

い う。津島と書 くのがよか ったのか も

知れない。古 くは国府を下県郡厳原国

分町に置いた。鎌倉時代になると少武

氏が対馬二島を管轄 した。島の豪族で

あ った阿比留国信はその命に従わなか

ったので、後嵯峨天皇の寛元4年(1246)

に宗重尚が国信を滅ぼ した。重尚は地

頭 とな り少武氏に仕えた。壇 ノ浦の戦

で入水 した平知盛の子の知宗が難を避

けて対馬に来たが、その子が重尚であ

る。文永年間に蒙古が襲来 した ころ、

N

阿連

今里

、o
へ

o`一 、、

鰐浦

♪
、O

。 ＼ 上ヒ田勝
佐須奈' ノ

佐護o! ヱ

上,'o
㌧ 舟志

上'、 上

県 ～対
ノ町卿'爵

人
,'9ノ しノ

　 　け ノ…'郡

峰 町

＼ 〆も り
)'

豊 玉 町

仁位
o.r

{美

欝 膨

篇田 県

厳 原 町 堀陳

久根田舎
o郡

久和
豆殴
o豆 酸内院Q

竹敷 町

下
、 鶏知o大 船越
、

、

ミ ロ
ら ロ 　 　 の へ

小浦o＼

霜 曲
厳原田

際久田

対 馬1950

重尚の弟、宗助国が力戦の末戦死 している。後村上天皇の正平年間、助国の曾孫経茂が初めて

守護になった。後小松天皇の応永年間には経茂の曾孫、貞茂が上県郡三根郷佐賀に居住 した。

御花園天皇の嘉吉3年(1443)に 、その子の貞盛は初めて朝鮮 と貿易 している。後土御門天皇の

文明年間には、その孫、貞国は国府の中村(下県郡中村町)に居を定めた。後奈良天皇の享禄元
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年(1528)に なると貞国4世 の孫が與良郷金石(よ らこうかねい し)、今の厳原金石を治める。そ

の後、宗義賢は豊臣秀吉に属 して州守となり、関 ヶ原の合戦では西軍に与(くみ)し たが朝鮮聴

事の任にあったため封邑は変わらず、寛文6年(1666)に は宗義智の孫、義眞は桟原(さ じきはる)

に移 り住み府中と改称 した。今の厳原である。厳原はもと宗氏10万 石の城下町で対馬の中心地

であった。

2)ア クセ ン ト

対馬各地方言 の調査に先立 って、 まずわれわれ は厳原 高校の生徒を対象 にア クセン ト・語彙

の予備調査 を した。 ア クセン トについてはr人 文』第1号 に東京 班の報告が あるが、筆 者は別

に調査を実施 した。

厳原では2拍 名詞 につ いて第1類 の牛 梅 顔 ・柿 ・風 金 ・口・竹 ・鳥 ・庭 ・箱 ・鼻 水 ・道 は●○ ・●○

△であ る。第2類 の石 ・歌 ・音 紙 引 卜寺 ・夏 橋 旗 ・雪、第3類 で第2拍 の母音がイ ・ウの語、足 ・犬

・髪 雲 米 ・坂 ・島・耳は●○ ・●○ △ となる
。 ところが、第3類 で第2拍 の母音 がア ・エ ・オの皮

花 ・山 ・島のよ うな語は○● ・○●△ である。

第4類 名詞 の海 ・空 ・箸 ・笠、第5類 の秋 雨 ・影 鶴 は ともに●○ ・●○△であ る。 このよ うに巌

原は二型 ア クセン トのタイ プであ る。厳原 と同 じア クセン トの地点は 曲(ま が り)・久 田 ・小茂 田

・鶏知(け ち)・竹敷 今里 ・仁位 ・比 田勝 ・佐須奈 ・佐護 ・鰐浦であ った
。

厳原 のア クセン トに対 して対馬南部 の豆殴(つ つ)の ア クセン トも二型 ア クセン トであ るが、

厳原 とタイ プは異な る。第1類 ・第2類 ・第3類 はいずれ も○● ・○●△ である。第4類 ・第5類 は と

もに厳原 と同 じく頭高で●○ ・●○△ である。久根 田舎 豆殴 内院が このタイ プに属す る。

厳原 と豆殴 のア クセン トを比較す ると、第4類 ・第5類 の語 は●○ ・●○△、第3類 で第2拍 の母

音 ア・エ ・オの語 のア クセン トは○● ・○●△ と共通 している。

今里 などでは僑 箸 端 の同音語はいずれ も●○であ る。対馬では砂を ズナとい うが、 ア クセ

ントは佐須奈 ・鰐浦 ・今里 ・阿連では○● で、仁 位 ・久根 田舎 ・小浦 は●○ と各地 で異 な ることも

注 目され る。

3)自 然現象の名

風をカジェ、畦をアジェというのは鶏知(け ち)で ある。瀬(暗礁)を シェと[1]音 になるのは

豆殴のほか対馬各地で聞かれる。南風をハエ(仁 位・小浦 竹敷)、 東風をコチ(仁位 ・小浦)、 北

西風をアナジ(仁位 ・鰐浦・小浦 竹敷)、南東風をハエコチ(鶏知・小浦)と い う。ハエは 『日葡辞

書』にも記され、沖縄では 「南」のことである。アナジはすでに平安時代から文献に現れ、ア

ナは驚きの感動詞で、乾の方位を恐れた先人の意識が働いている。いうまでもな く、シ・チは

複合語を構成する 「風」の古語である。『対馬南部方言集』にもアナジが記載 される。阿連(あ
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れ)で は南東 の風 をオ ッシャナ、佐須奈 でオ シアナ とい うが、 オ シアナ ジ(ゼ)の 省 略形 で アナ

ジに対 して反対方 向の風 の名に なってい る。仁位では西風は シモニシとい う。疾風を佐須奈で

オ トシャ、暴風雨は シケ(今 里 ・阿連 鰐 浦)・ア ラシ(仁 位)、 ヤマ シケ(佐 須奈)の 語 がある。

雷を[kaminar]の よ うに語末 の母音 を落 とす のは対馬方言の特徴 である。 カ ミナル(阿 連 ・佐

須奈 鰐 浦)、 カ ミナルサン(小 浦)と いい、船越では単に カ ミとい う。稲光はイ ナ ビカルであ る。

クラス ミは外 が真 っ暗で部屋 に光 のない状態を い う(今 里 ・鰐浦 ・竹 敷 阿連)。 阿連 では もっ

と暗い所を デーグデヤムとい う。 これは大(デ ー)暗(グ デ)闇(ヤ ム)か らであ ろ う。闇夜は ヤム

ヨとい う。「ヤナ ク レー バン ジ ャノー(大 変暗い晩だ な)」 の ようにい う。

4)地 形に関する語

土を ツ ツ(阿 連)、 砂を ズナ、泥 は ドロで あるが、泥潭 を ビ ッチ ャ リ(厳 原 ・鶏知)、 ビチ ャ リ

(今里)と い う。

埋め立て地は ヒラキ(鶏 知)で 、 ヒラ(今 里 ほか)は 家 の裏 の傾斜地 のことであ る。 ハチ ロー ビ

ラキ のよ うな地名 もあ る。イエ ヒラは家 の裏 山の小高い ところで丘ほ ど平 らで ない。佐須奈で

は裏 山を ヤマン ヒラといい、鰐浦で ハマン ヒラは平坦に なった墓地 のことであ る。厳原で ヒラ

は 「丘」で、「お寺 の ヒラ」 は墓地 をい う。久 田で寺 の裏 山をテ ラン ヒラとい う。

崖は陸地ではキルキ シ、海に面 した ところでは オテギシと区別す る。厳原で オテキ シは断崖、

小浦で オテギシは人間 の通れ る ぐらい の崖地で、切 り立 った のは ガケとい う。仁位では フチベ

ラキ シ、久根 田舎では ハタケノギシのよ うにい う。 曲(ま が り)で は オテギシよ りも険 しい とこ

ろを キ ッテオ トシ(阿 連 ・久 田 も)と い う。 阿連で西海岸 の もっと激 しい ところを オ ービラとい

う。今里では 山畠の傾斜地をキ シベ リとい う。

対馬 の ワ ミとサエは注 目すべ き語 であ る。仁位 では山の傾斜地を ワ ミ、山懐 ・狭 い谷 間をサ

エ とい う。阿連 な どでは[wam]と 発 音す る。佐須 奈では 「深 いサエ じゃ」 の よ うにいい、谷

間で平 らな所が ワミであ る。 ワミは鶏知に多 く仁位には少 ない。サエは固有名詞 と して堀 田陳

・成相陳 があ り、小浦 で も 「～ サエ」 「～ ノ ワミ」 のよ うにい う。久根 田舎で谷を コーチ といい、

ミズタゴーチ の地名があ る。 ここでは、サエは小 さい谷、 山懐で、 ワミはサエ よ りもわずかに

大 きい。

草む らを シゲ、 シゲチ とい うが、阿連には ナナシゲがあ る。仁位に も七岳七 シゲと呼ばれ る

七つ の聖 山、七つ の神聖 な森があ る。 シゲは容易に入 ることので きない所であ り聖地であ った。

茂 った ところを今里で シゲチ ョリとい う。『対 馬南部方言集』 の シゲの項 目には 「風水 の患あ

る地に接す る樹木繁茂 の森林に、天道地、 シゲ地、崇 り地等 と言 って名 目を神に して尊敬せ し

め伐採を禁 じてあ るものが州 内諸所にあ る」 と説 明されてい る。

対馬各 地で 田畑 に行 くのをヤマ ニイ ク、 ヤメーイ ク(鶏 知 ・今里 ・阿連 ・佐須奈)・ ヤマエイ ク
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(仁位)と い う。小浦では 「ドケ イ クカヤ(ど こへ行 くのか)」 と問われて、「ヤ メーイ コーガヤ」

と答え る。

久 田で 畠を シマとい う。シマは もと一定の限 られた地域の ことであ った。暗礁は シェ、シ ェー

(阿連 ・久 田)で[1]の 音 が聞かれ る。佐須奈 では ウクシェであ る。入江 を仁位 で ウラ、小浦 厳

原で ワダ、竹敷で ナとい う。

樹木 の穴を グ ロ(今 里)、 障子 の破れ穴、節穴を ホゲタマ(今 里)と い う。鶏知で深い透 き間を

コゲタマとい う。豆殴で穴 の空いた ところを ホゲン タマとい う。

井戸は ツチ ー(阿 連)、 チチ ー(阿 連)、 豆殴では ツツン 、久 田で ツツ・ツツン である。 「包井」

か らの語で、周囲に垣をめ ぐら して勝手に汲め ない よ うに した井戸 のことであ る。

5)動 物名

牡を示す のに オネコ、 オジカのよ うに 「オ」を付け る場合 と、 オ トコイ ヌ・オ トコネ コ・オ ト

コ ドル(小 浦)の よ うに 「オ トコ」を付け る場合、一方、 メネコのよ うに 「メ」を付け る場合、

オン ナイ ヌ・オン ナ ドルの ように 「オン ナ」 を付 ける場合 とがある。

鰐浦では雄鶏は オ トコ ドル、雌鳥は オン ナ ドル、男鹿は オガ、牝鹿は メガとい う。雄牛は コ

ッテー(仁 位 ・今里 ・鰐浦 ・佐須奈)、 雌牛 はオナ メ・オナベ(仁 位 ・今里 ・鰐浦)・ ウナ メ(佐 須奈)で 、

子牛は雌雄 とも一般に メーノコであ るが、ベベ ノコ(佐 須奈)と もい う。

仁位では牡馬は コマ、雌馬は ダン マとも ゾーヤ クともい う。今里で もコマと ゾーヤ クを使用

す る。今里では ダン マは軍隊語か らとい う。佐須奈では牡馬を コマン マ、雌馬を ダン マといい、

ゾーヤ クとは言わ ない。子牛は牡を コマゴ、雌を ゾーヤン ゴと区別す る。阿連で もコマ、 コマ

ゴ、 ゾーヤ ク、 ゾーヤゴを使用す る。久 田では雌馬は ダン マと ゾーヤ クを併用す る。 ゾーヤ ク

は雑役 の意味か らであ る。 もともと荷積み馬 の意味であ った フラン ス語 のjumentが 、 雌馬 の

意味 に変化 した事 情 と類似 してい る。(拙 稿 「牝 馬を意 味す る語 につい て」 フラン ス評論 誌

r流 域』24号 、 昭和63年7月 、青 山社)

阿 連 などでは兎を[usang]、 猿 を[sar]の よ うに発 音 し、語末 の母音を発音 しない傾 向があ る。

狐は[kinne]と い う。 鳥を[tor]と い い、「トルガ巣 を ツク ッチ ョ・巣 を ツク ッツ」 とい う。鶏を

[niwator]と 今里 、阿連 な どでい う。

鼠を今里 でオ ヒメサ(お 姫 さん)と 呼ぶ のは忌み言葉 であ る。「オ ヒメサに御馳走 あげ よ う」

とい う。 フ クロウを ヒ クロー ドリ(今 里)・ネ コ ドリ(小 浦)・ネ コ ドル(佐 須 奈 ・鰐 浦)・ネ コブ ッ

ロー(阿 連)の よ うにい う。

みそ さざいを仁 位で クン カ ッチ ョ、今里で クロカ ッチ ョー、小浦 でカン チ ュ ッチ ュ・カン ズ

ズメとい う。 ミミズ クを佐須奈で シモヨ ビとい うのは シ ミと鳴 くか らだ とい う。鳥 の尻尾を シ

リホとい う。鹿を各地で シシとい うが、鰐浦では競争 の速い男を 「鹿見たい な男」 と表現す る。
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6)虫 の名

蟻を ア リムシ とい うのは対馬 の一般形 で、 今里 ・阿連で は[a:rmul]と 発 音す る。 蝉を鶏知 ・

竹敷で ゼ ミ、豆殴は シ ェミ・シェビ、 阿連 ・今里では ミン ミン、阿連で ジ ュン ジ ュン といい、鳴

かぬ蝉は ダマ、 ユーシであ る。蜘蛛を コブとい う。

青大将を ナガムシ、腹を ヒラ クチ(厳 原 な ど)、 小 さい蛇を ヒベ カ リ(阿 連 は ヒバ カル)と い う。

蛙を ビキ・ビキ ドン といい、 トカゲを トカーキル、厳原 では トカギ リ、豆殴 は トカギル とい う。

トンボをエン バ(厳 原 ・仁位 ・小浦)、 大 きい トンボを トーエン バ、飛蛙(ば った)を ハ タ ウマ・キ

ョーウマ(鰐 浦 で トンム シ)、 仁位で クツ ワムシをキ ョーマとい う。

カマキ リはオガン 、 オガマ ニャ トーセン と阿連 でい う。仁位で カマキ リをン ーバ ツ ク リ・オ

ガマニャ トーサン(小 浦 も)、 久 田で小 さい蛙を ヒキ ・ビキ(佐 須奈で ビキ ヨー)と い う。鰐浦 豆

殴 今里 で蝶 はチ ューチ ューであるが仁位 ・小浦はチ ョーチ ョーであ る。

7)魚 の名

仁位では大 きい魚をイ オ、小 さい魚はサ カナと区別す る。仁位では大 きい蟹を ツガン 、小 さ

い蟹を ガン といい、大 きい海老はエ ビで小 さい海老をエン ビと弁別 してい る。厳原で伊勢エ ビ

をエ ビカネ とい う。 曲で海老 をエン ビ、伊勢 エ ビをエ ビカニとい う。鰐浦 佐須奈 ではエ ブカ

ネで小 さい蟹はエン ビ、鰐浦ではエン ビは川にい る小 さい海老 のことであ る。

曲は有名 な海女集落であ る。 ここでは魚は ユーとい う。 ホシカ リノユー(烏 賊)、 タイ ノユー

(鯛)、 シュン ユー(旬 の魚)の よ うな複 合形 を作 る。ホ シカ リは よ く餌にかか るので 「欲 しか り」

の意味か らとい う。船越では魚をイ オ単独では使用せず、 タイイ オ(鯛)の よ うに複合形で用い

る。今里ではイ オをほ とん ど用いずサ カナとい うが、 タイ ノイ オ(鯛)と はい う。甘鯛を厳原で

クツナ(ち なみ に京都 で グジ、奥丹後 で クジ)、 竹敷では ガン(老 蟹)カ ニ(普 通)ガ ニ(大 きい蟹)

の区別 がある。小 さい亀 は コーズで、大 きい亀 ・海亀 はカメ といい、区別す る。 ツガ ニは毛 の

生えた大 きい蟹で、 カニは小 さい蟹 のことであ る。 曲で飽はイン モン とい う。

8)植 物名

小浦 で松笠 を ツン グ リ、今里 ・阿連 ・豆 殴 佐 須 奈で マ ッツン グ リ、厳原で マ ツノツン グ リと

い う。 ツン グ リは丸い ものの意味 で 「松 ぽ っ く り」 のポ ック リと同系 の語 であ る。「綿 の実」

は各地で ワタン サ ネであ るが、豆殴は ワン ネサ ネとい う。

桑 の実 の方言 は注 目され る。鰐浦 ・鶏知 ・今里 ・阿連 は クワン ミであ り、豆殴 はパ ジュン 、バ

ズン とい う。[kwa]と[pa]の 関 係 が興 味深い。 ちなみ に関東の トドメ、奥丹後 の ヒナ ビ・フナ

ビ、京都府北桑 田郡 のスナベ も クワツ ミに 由来す る同系 の語であ る。

一176一



対馬方言1950年 の調査研究

葛 の根を カン ネ(今 里 は クワン ネ、鰐浦 はカン ネー)と い う。

今里で土筆を マツバ グサ ・マ ツバン トー、鰐浦 でマ ッツン グル とい う。フキ ノ トウを カン ゾー

(佐須 奈 ・阿連で カン ドー)、 鳳仙花をン ー レン バナ(厳 原 ・今里)、 ホ トケバナ ・トーバ ナ(今 里 ・

小浦 阿連 な ど)と い う。阿連で虎杖を ズイ コン 、 ズイ コ(小 浦 も)、 鰐浦は ジーコ、佐須奈はチ

ャ ドルであ る。

甘藷 は対馬で は コーコーイモ(孝 行芋)・ コーコイモ ・コーコモの形 が一般 であ る。豆殴 では

コー コーイモを使用 しない。豆殴 は トンモ・トンボ(唐 芋)と い う。朝鮮半 島の南部方言 は甘藷

を コ グマ とい うか ら、対馬方言形 コーコモが北上 した もの と推測 され る。(小 倉進平 『朝 鮮語

方言 の研究』上巻、昭和19年6月 、岩波書店、195頁 の 「甘薯」 の項を参照)

9)親 族呼称など

仁位においては、父を士族 出身者は トトサン と呼び、平民 出身者は トトと呼んでいた。母を

士族 出身者は タタサ マ、 オタタと呼び、平民 出身者は カカであ った。

小浦では父を トトサ マとい うのは丁寧語、 トトヤン は普通語、 トト・トツァン ・オ トツ ァン も

用いた。 ここでは母を タタサ マ・タタヤン とい う。豆殴 で子供 が母 をタタ と呼ぶ。

竹敷で父を トトヤマとい うのは上流階級で、 トトヤン は下層階級が使 うが、高浜では オ トト、

曲で トッチ ャン とい う。母 を竹敷 で タタヤマ・タタヤン といい、高浜でオ カカは悪 い ことば と

い う。

鰐浦 で父 を ト トサマ ・オ トッチ ャン、母 をカ カ・タタヤン 、佐須奈 で父 を ト ト、母を カカ・タ

タヤン(士 族)と い う。

今里では父を士族は トトサ マ、平民は トト(尾崎 では トトヤマ)、 母を士族は タタサ マ、平民

は カカとい う。

阿連では父を トトサ マ、 トトヤン(士 族)、 母を タタヤン(士 族)・カカサン ・カカ(下 層)、 オ ッ

カサン とい う。

久 田では父 を トトサマ(士 族)、 トトヤン(農 民)、 母 を タタサマ(士 族)・タタヤン(平 民)と 使

い分け る。厳原で母を タタ、丁寧には タタサ マ、普通は タタヤン ・タタサン である。

仁位 ・今里で祖父 をオジ ーサマ、祖母 をババ サマ(尾 崎はオ ジヤマ、バ バヤマ)、 小浦 では祖

父を ジーヤン 、祖母をバ ーヤン とい うが、昔は ジーサン 、バ ーサン とい った。阿連では祖父を

ジジー・ジジーサマ(士 族)、 祖母 はババ ・ババサ マで、 ジーシ ュー、バ ーシ ューは卑語であ る。

鰐浦では ジーヤン 、バ ーヤン とい うが、昔は ジーサン 、バ ーサン とい った。

曾孫を ヒン マ ゴ(仁 位 ・船越 ・阿連 ・佐須 奈 ・鰐浦 ・小浦 豆殴)・ ヒーマ ゴ(船 越)、 玄孫 を ヤシ ワ

マゴ(今 里 ・佐須 奈 ・豆殴)・ヤ シバ マ ゴ(今 里)・ヤシマ ゴ(仁 位 ・船越)・ヤシマン ゴ(小 浦)・ ヤスマ

ゴ(阿 連)と い う。玄孫 の子を ツル マゴ(小 浦 船越 ・阿連)と い う。
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今里 で兄 をアン ニャのほか、バ ボ ーサマ(士 族)と バボ ー(平 民)と を使用 し、姉を アネサ マ ・

ネノサ マ(士 族)、 ネネ(平 民)、 妹をイ モ ッジ ョ、伯父を オイ ヤン 、伯母を オバ ヤン 、従兄弟を

イ トコジ ョ、家族をキ ャネージ ュー、親類をイ トコ、 コ ドモウチ とい う。

小浦 で兄 はアン ヤン ・バボ ー、弟は オ トッチ ョであ る。姉 をアネヤン 、曲 ・佐須奈 ・鰐 浦で ネ

ネ(「 菊 ネネ」 の ように呼ぶ)、 妹を小浦でイ モ ッチ ョとい う。小浦で伯父を オイ ヤン 、伯母を

オバ ヤン と 「ヤン 」を付けて呼ぶ。親類をイ トコとい うが、小浦では シン セキ よ りもシン ルイ

の方が古形 とい う。

仁位で兄を士族 出身は アニサ マとい うが、平民 出身はバ ボーとい う。弟は オ トッチ ョ、姉を

士族は アネサ マ、平民は ネネ、妹はイ モ ッチ ョ、伯父を オ ッサ マ、伯母を オバサン 、親類は シ

ンセキ とい う。佐須奈は伯父をバ ボー、伯母をベ ーベ ーとい う。小浦ではべ ーベ ーは、おば さ

ん のことであ る。

阿連 では女 をオナ ゴ、悪 い ことばで メナ と呼ぶ。夫 を ジジ ョー、妻 をベーベ ー・ケネ ー、兄

はバ ボー・アン サン 、弟 はオ トッチ ョー、姉 はアネサン ・ネネ、妹はイ モ ッチ ョ、伯父は オイ ヤ

ン、伯母 はオバヤン 、佐須奈 では伯 父はバ ボー、伯母 はべ ーベ ー とい う。 『対馬南部方 言集』

に よると、伯母 ・叔母 はべーベー、旧藩 時代 の氏族 の子 弟を敬 ってバボーサマ、兄 ・下僕をバ ボー、

兄を敬 ってバ ボージ ョーとい った とい う。家族は ケネージ ュー、親類を シン セキ ・イ トコ・コ ド

モチ とい う。久 田では奥 さんが 自分 の夫をバ ボージ ョーと呼び、夫は妻をベ ーベ ーとい う。兄

をバ ボー、姉を ネネ、妹をイ モ ッチ ョとい う。豆殴ではべ ーベ ーの語は使用 しない。豆殴でイ

トコジ ョーのよ うに ジ ョーを付け ると改 まった感 じがす るとい う。

私生児 をノ ゴ、佐須奈 ・小浦では テテナ シゴであ る。人倫 関係 の語には次 の方言 があ る。お

転婆 はテン ベ ーが対馬 の一般形 で、阿連で テン ベー メナ、曲 ・鰐浦 佐須奈 でテン ベ ーネ ナと

いい、罵倒語であ る。 曲では テン ベ ーモン とい う。

お世辞者を小浦 ・曲でチ ューベ ー、吝薔 者は仁 位で ヨク ドーガン 、今里 ・小浦で ヨ ッガン ドー、

イ シ クジ リ、曲 ・阿連 ・佐須 奈では ガン ドーモン 、豆殴 で ヨクズ ラとい う。財産家 は対 馬一般

に オヤカタであ る。乞食を ホイ ト、聾唖者を ユーシ、 セシは本人、当人 のことで 「一応 セシに

会 うて」 のよ うにい う。 なお、病気を ヤン メー、風邪を仁位で ゲーケ(咳 気)と い う。

10)身 体 の語

身体を カ ラダとい うほか、 ゴテー(阿 連 ・曲 ・佐須奈 ・鰐浦)と い う。 「五体」 に由来す る。豆

殴では腕を ゴテーといい、手を ゴテとい う。頭を ノー トー、 ノーテン(今 里)、 カ ッポー(曲)、

後頭部 をボン ノクン(仁 位 ・今里 ・阿連 ・豆殴)、 ボン ノ クボ(竹 敷)と いい、佐須奈 で頭 の上 の柔

らかい部分を ヒヒナ、額を ヒテーグチ(厳 原 ・仁位 ・久 田 ・豆殴)・シテーグチ(今 里 ・阿連 ・佐須奈)、

眉毛を マ ヒゲ(仁 位)・ メーゲ(今 里 ・阿連 ・鰐浦 ・豆殴)(豆 殴では捷は メゲ)、 毛髪 をカ ミゲ(仁 位
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・今里 ・曲 ・佐須奈)・カン ゲ(阿 連)
、 顔を ツラ(仁 位 ・今里 ・阿連)、 目を メン タマ、耳を ミム、唇

を クチバ(仁 位 ・久 田)・クッツバ(今 里 ・阿連)・ クチ ュバ(曲)、 頬を ホータン(仁 位 ・今里 ・阿連)・

ホータブラ(豆 殴)・カバ(阿 連)、 顎 を今里 でアーン グ・アギタ(鰐 浦 も)と い う。

舌をベ ロ(阿 連)、 首を ガン クビ、咽頭を ノ ドンス、仁位で ノ ドブエ、豆殴で ノー ドノチチ と

い う。腹 を ドンバ ラ(厳 原 ・豆殴 な ど)、 腕 を ゴテ ーとい うが、久 田では身体 も腕 もゴテ ー、 曲

は テノウデ、肘を ヒン シル(鰐 浦 は ヒン シ リ、豆殴 は ヒジ シ リ)、 背中を豆殴では セノ クラ、尻

を ケ ッタブラ(曲 はケ ッタ ブロ、鰐浦 は シッタ ブラ、久 田 ・豆殴は シ リタブラ・ケ ッタ ブラ)、 な

お、豆殴 はモモ タブラ・ホ ータブラ・ケ ッタブラ・ムナタブ ラの よ うに タブラの形 を よく用い る。

肛門を ケン ノス、 ケチン ス(佐 須奈 でケ ツノス、豆殴 でケ ッツノス)、 朧を コーゲーズネ(鰐 浦 ・

豆殴 な ど)と い う。 コー ゲーズネの コーゲーは 「甲掛け」 の意 であろ う。 曲はア シノスネ とい

い、動物 の脚はエ ダであ る。r対 馬北端方言集』 に よる と、 エ ダは手 ・足 ・朧 にい う。

膝を ツブシ(佐 須奈 ・厳原 な ど)、 指を イ ビ(阿 連 ・鰐 浦 など)、 鼻汁を ハナ ダ レ(厳 原 ・阿連 ・佐

須奈 など)、 鼻 の穴 をハナン ス(厳 原)、 踵 をキ ヒシャ(今 里)の ようにい う。膿 を ウン(鰐 浦は ウ

ム)と い う。 目の縁 にで きるものも らいをイン ノクソ 、豆殴 で伝 染病 を ヤン メー、仁位 で男陰

をチン コ(久 田 も)、 今里でチン ポ、女陰を オメコ(久 田な ど)・メメタン(今 里)・オン ナノタン コ

(阿連)・サネ(今 里)、 月経 を ツキヤ ク(久 田など)・ツキ ノモノ・ツキ メグ リとい う。

11)衣 食住関係など

副食物 を仁位 ではセ ー(曲 ・佐須奈 ・今里 も)・オサイ とい う。 夕食 を豆殴で は ヨグチ、夕食準

備を マグ レジメー(阿 連 ・曲も)、 雑炊 を ゾー シー(阿 連 鰐 浦 今里 ・豆殴 な ど)(曲 は ゾーセー)、

刺 し身 はナマ ミ(阿 連 ・今里 ・豆殴 な ど)(鰐 浦 はナマン)と い う。 トウモ ロコシを トーキ ビ(今 里

など)、 大根を デー コン(阿 連 ・豊 な ど)・デ ーコ(今 里 な ど)、 上記 の よ うに、甘藷 を コーコイ モ

(鰐浦 ・小茂 田など)・ココイ モ(久 田)コ ーコモ(今 里 ・豊)、 ココモ(阿 連 ・佐須奈)と い う。 この語

は朝鮮半 島へ入 って コグマとなる。豆殴では コーコモとは言わ ないで トンモ、 トンボとい う。

唐芋 の意味であ る。 じょうせん飴を アメガタ(阿 連 ・今里 鰐 浦 豆殴 など)(曲 は ゾーセン 、佐須

奈は ジ ョーセン)、 油 はアルバ、飴玉を ゴ リン ダマ、茸を ナバ 、カボチ ャを ボーブ ラ(今 里 も)

とい う。

仁位 で着物 はキモン(今 里 ・阿連 も)、 曲でキルモン 、鰐浦 はキ リモン 、晴れ着 をテ ーテ ーギ

モン(仁 位 ・今里 ・阿連 も)、 テテギモン(豆 殴)(貴 い着物 の意)、 昔は晴れ着をイ ッチ ョー ローソ

ク(一 丁蝋燭)と い った。袖無 しをチ ャン チ ャン コ、筒袖を ハン チ ャ(今 里)、 女揮をヘ コ(阿 連 ・

今里 ・豆 殴 も)(曲 でイモ ジ、佐須奈 で メゴン ヘ コ)、 曲で越中揮を エ ッチ ューベ ゴ(今 里 でエ ッ

チベ コ)、 裾裸 を シメシとい う。

草履 を ジ ョー リ、豆 殴 でア シナ カ、庇 をキ ッカ ケ(阿 連 鰐 浦 今里 な ど)、 台所を デ ー ドコ
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(阿連 鰐 浦 など)、 炊事場 をナガ シ、風 呂をユ ドノ、 曲では竈 を フロ ドコ(鰐 浦で フル トコ、今

里で フ ロ トコ)、 いろ りをイル リ、 いろ りの主婦 の座を今里 でタナモ トとい う。便所 をセ ッチ

ン(阿連 ・今里 など)、庭先を カ ド(今里 な ど)、土 間を ドージ(阿 連 ・今里 な ど)(佐 須奈 で ドジ ョー)、

陶器を ヤキモン(鰐 浦 今里 な ど)・ヤクモン(阿 連)、 佐須 奈で押 し入れ をオ シゴム(鰐 浦 で も)・

オシ コ ミ(今 里)・オ シコム(阿 連)、 まな板 をキ リバン 、五徳 をカナ ワ(今 里 は カノー)、 十能を

ヒカキ・オ ッカキ(今 里 ・曲 ・鰐浦 ・阿連 な ど)、 旅 をテボ、たわ し(さ さら)をン ーラ(厳 原 ・阿連 ・

今里 ・豆殴 など)(鰐 浦 はン ール)、 桶 を タ ゴ(阿 連 ・鰐 浦な ど)、 大 きい桶は コガであ る。 今里で

は水を汲む桶は ミズタゴ(今 里 な ど)と い う。

盟を タ レー(鰐 浦 な ど)、 手水鉢 をチ ョン ダラ、籠 はテボ(阿 連 で丸い籠)(今 里 で もいい、 ナ

ガテボは背負 う籠)・シ ョーケ(阿 連 な ど)、 曲で シ ョーケ・テボ ・ミン コシ(今 里 も)の ほか、魚を

容れ る四角い籠をバ ラとい う。鰐浦で大 きい籠を スカル テボ、今里で オージ ョーケ、厳原で ス

カ リは背負い カゴ(厳 原 でテボは円筒形 の旅)、 久 田では平 らな籠をン ーケ、背負 う(か らう)籠

を テボ・カ レーテボ、槌 をサスズ、 阿連 で ドンズ、斧 を ヨキ(鰐 浦 も)(佐 須 奈 ・今里 ・豆殴で ヨ ク、

阿連で ヨー ク)・ボタヨキ(仁 位 ほか)と い う。 曲で鋸に デーギ リノコ・ワキ ノコ・ヒッキ リノコの

種類があ る。豆殴で鋤を ス クとい う。 曲で茶碗をチ ャーン(鰐 浦 も)と いい、今里で ゴ ク、佐須

奈では テモ ク、汁茶碗は シル ジャーン とい う。

佐須奈で火吹 き竹を ヒュー クダケ、十能を オ ッカキ、槌を カケヤ、藁叩 きをサ ッス、木槌を

今里でサ スズ、鏡を カガム(阿 連 ・今里 ・豆殴 な ど)、 大 きい籠を スカル テボとい う。風 呂敷を佐

須奈で ヒライ タとい うのは注 目され る。

仁位ではll月 を シモツキ、12月 を シ ワスなどと古名で言 った。終 日を ヒガライチン ニチ、終

夜を ヨーアカシとい う。隔 日を ヒシテ ビシテ・ヒシテガ シニといい、豆殴 は ヒシテオキ ・ヒシテ

カエ シ(日 に して返 し)、 午前中は ヒン ナカマヤ、午後は ヒル カラであ る。

昨 日はキ ノー、昨夜は ヨン ベ、一昨夜はキ ニ ョーバン であ る。夕方は ヨーベ とい う。

『対馬南部方言集』には、一昨 日の晩をキ ニ ョンバン とあ り、夕暮れを マグ レヒグ レ、 マグ

レ、 オテマグ レ、暮れ方を モウモウ ドキ とあ る。

凧は タコ、片足跳 の遊びは スケケン とい う。お釣 りを仁位で カジ ョーとい う。仁位ではキ ボ

クとい って、亀 の甲を焼 き吉凶禍福を 占 う古来 の ト法が残 っていた。

12)形 容詞 ・形容動詞

形容詞は対馬各地で大差は ない。用言は仁位 ・今里 ・阿連を中心に調査 した。

大 きい … フテー(仁 位 ・鶏知 ・今里 ・阿連)

小 さい … チ ョッコメー(仁 位)、コン メー・チ ョッコメー(小 浦 鰐 浦)・チン コメー(今 里)・コメー

(阿連)
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多い … オエー(今 里)少 ない … ス クネ ー(今 里)・スン ネー(阿 連)

厚 い … アチー(今 里 ・阿連)・ア ツイ(仁 位)

薄 い … ウシー(仁 位 ・今里 ・阿連)広 い … ヒラタイ(仁 位)・ ヒ レー(今 里 ・阿連)・ ヒラテー

(今里)

狭 い … セ メー(仁 位)・シ ェメー(今 里)・ シェベー(阿 連)・セベ ー(小 浦 ・佐須奈 鰐 浦)

太 い … フテー(「 フテーキ」は太い木)(仁 位 ・今里 ・阿連)

細 い … ホセー(仁 位 ・今里 ・阿連 ・小浦 鰐浦)

高 い … タケー(仁 位 ・今里 ・阿連)低 い … ヒキ ー(仁 位 ・今里 ・阿連)

深 い … フケー(仁 位 ・今里 ・阿連)浅 い … アセ ー(仁 位 ・今里 ・阿連)

重 い … オ ミー(仁 位)・オムテー(今 里 ・阿連)

軽 い … カ リー(仁 位 ・今里 ・阿連)

遅 い … オセー(仁 位 ・今里 ・阿連)

近 い … チケー(仁 位 ・今里 ・阿連)

安 い … ヤ シー(仁 位 ・今里 ・阿連)

冷 たい … ヒエー(仁 位 ・今里 ・阿連)

寒 し・… ヒエー

旨い … ウメー(仁 位 ・今里 ・阿連)

「ヤナ ヒエー 日や った」

早 い … ハエ ー(仁 位 ・今里 ・阿連)

遠 い … トイ ー(仁 位 ・今里 ・阿連)

値 が高い … タケー(仁 位 ・今里 ・阿連)

熱 い … アチ ー(仁 位 ・今里 ・阿連)

暖 かい … ヌキ ー(仁 位 ・今里 ・阿連)

(仁位 ・今里 ・阿連)

不 味い … ウモネー(仁 位 ・阿連)、サエン(仁 位 ・今里)(豆 殴でサ ユルは美味い ・サエン は不 味い)

「サエル コッチ ャネー」 の ように もい う。

甘い … ア メー(仁 位 ・今里 ・阿連)苦 い … アメーネー(仁 位)・ ニゲー(今 里 ・阿連)

辛 い … カ レー(仁 位 ・今里 ・阿連)古 い … フ レー(仁 位)・ フ リー(今 里 ・阿連)

生 の… ナマ シー(今 里 ・阿連)(生 ものはナマモン とい う。)

熟 した … ウン ジ ョル 「このカキ ャー(柿 は)ヨ ー(よ く)ウン ジ ョル」(仁 位 ・今里 ・阿連)

良い … イイー(仁 位 ・今里 ・阿連)悪 い … ワリー(仁 位 ・今里 ・阿連)

強 い … ツエー(仁 位 ・阿連)・ ツイー(今 里)

弱 い ・一 ヨ エ ー(仁 位 ・今 里 ・阿 連)可 愛 い ・一 エ イ ラ シ ー(仁 位 ・今 里 ・阿 連)

憎 い … ニキー(仁 位 ・今里 ・阿連)

危 ない … ア ブネー(仁 位 ・今里 ・阿連)

若 い … ワケー(仁 位 ・今里 ・阿連)

賢 い … リコーナ(今 里 ・阿連)

肥 えた … コエチ ョル(今 里 ・阿連)

騒 が しい …ン ゾー シー(今 里 ・阿連)

奇 麗 な … キ レーニャ(仁 位)・ リッパナ(仁 位 ・今里 ・阿連

・小浦 豆殴)

老 いた … フケテアル(仁 位)・ フケチ ョル(今 里 ・阿連)

堅 い … カテー(仁 位 ・今里 ・阿連)

きつい … キチー(今 里 ・阿連 ・小浦)

ま じめな … マズ メー(仁 位)・マ ッスギ ー(今 里 ・阿連)

「ヤカマシ じゃないか」(仁 位)
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寂 しい … サ ブシー(佐 須奈 ・豆殴)・サベ シー(今 里 ・阿連)・ コワイ(仁 位)

生 意気 な… ノフーズナ(今 里)忙 しい … セ ワシー(今 里 ・阿連)

間 違い のない … マテー 「あの人 はマテー人 だ」(仁 位 ・今里 ・阿連)

大 儀 な、や り切れ ない … オームネ ツク(仁 位 ・今里 ・阿連)

ぐった りした … ダラシー(仁 位 ・今里 ・阿連)

だ るい … ダ リー(仁 位 ・今里 ・阿連)う らやま しい … ハ ガイ ー(仁 位 ・今里 ・阿連)

気 の毒 な… キ ノ ドキー(今 里 ・阿連)・スマン(仁 位 ・今里 ・阿連)

痒 い … カイー(仁 位 ・今里 ・阿連)

13)動 詞

与え る… ヤル(仁 位 ・小浦 鰐浦)・ クレル(仁 位)・ クルル(今 里 ・阿連 ・豆殴 ・曲 ・鰐浦 ・佐須奈)「 オ

マエ クルルバヤ」(佐 須奈)の よ うにい う。 ク レルは相手に物 を与え るの意味で使用

す る。

集め る… ア ツメル ・ヨセル(仁 位 ・今里 ・阿連)(ア ドメル ともい う 『南部方言集』)

歩 く… アユム(久 田・阿連 ・豆殴 ・佐須奈 ・鰐浦)ア ユムは上代 か ら用 いる古語。

徒歩 で行 く… カチ カライ ク(豆 殴 ・久 田 ・小浦 鰐浦)カ チは 『万葉 集』に も 「徒歩」 の意味で

用 い、「～ カ ラ」 は手段を示 し、 「～ によ って」 を意味す る。豆殴 ではアルキエ

ル、 デキエル(で きる)、 イキナサル・イ カルルの表現があ る。

居 る… オル(仁 位 ・今里 ・阿連)居 ない … オラン(仁 位 ・今里 ・阿連)オ ラン ジャ ッタ(仁 位)、 オ

ラザ ッタ(今 里 ・阿連)豆 殴 で 「ムシ(蚊)カ オ ラザ ッタラヨカ ロー」(虫(蚊)さ えい な

か った らよいのだが)」 佐須 奈で 「氏神様 オイザ ッ トー」、「ア ラシ ャイマセ」 とい う。

「今飯 がデケオル(進 行形)」

か らか う… ヒヤカス ・セカス(仁 位 ・今里 ・阿連)、 セ レバ カス(今 里 ・阿連)

動 く… イ ゴク(仁 位 ・今里 ・阿連)歌 う… ウ トー(仁 位 ・今里 ・阿連)

負 う… カ ロー(仁 位 ・今里 ・阿連 ・久 田 ・佐須奈)豆 殴 では肩 にかついで行 くを カ ツグ(継 続)と

一時的 にかつ ぐ意 味 のカタ ゲルを 区別 す る
。 「背 負 う」を カ ラウ。途 中で雨 に遭 うを

「雨 カ ロータ」 とい う。

実が落 ちる… アエル(鰐 浦 ・小浦 豆殴)(落 とす … アヤス)・アユル(佐 須奈)・オテル(小 浦)・ オ

ツル(曲)『 対馬南部方言集』 に よると、 アエルは 「樹木が暴風 に遭 って枝葉

が萎む」 の意味 で、「雨がアエル」は小雨が降 るの意。

投げ る… ホタス(仁 位 ・今里 ・阿連)・ホタル(今 里 ・阿連 ・小浦)・ナ グル(阿 連)

驚 く… ビック リスル(仁 位 ・今里)・タマガル(小 茂 田・阿連)・タマ グル(今 里)

買 う… コー(今 里 ・阿連)買 って きた … コーテキタ
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借 りる… カル(今 里 ・阿連)借 りて きた … カ ッテキタ

艀化す る… カエル(仁 位)・カール(今 里)他 動詞は カヤス

大根 などを切 る… ハヤス(豆 殴)

腐 る… ヨ ワル(仁 位 ・曲)・ネマル(今 里 ・曲)・ クサ ル(今 里 ・阿連)魚 肉な どの腐敗す るのを ヨ ワ

ル、飯や煮物 の腐敗す るのを ネマル とい う。

行 く… クル(仁 位)目 標 点が あ るときはイ クを あま り使わ ない。「遊 びに クルか ら」(仁 位)

久 田では向 こ うに行 って直接 話す ときには クルを使 用す る。到着点が分 か ってい ると

きで あ る。 イ クは相手 が分 か らない ときに 「府 中に イ ク」 の うように い う。敬語 の

「来 られ る」 に当たるのはケ ラル、 コイ ラル とい う。

交換す る… カエル(仁 位)・カユ(阿 連)・カ ヨー(今 里 ・阿連)

叱 る… ガル(仁 位 ・阿連)叱 られ る… ガ ラ レル(仁 位 ・曲)

つ べ こべ言 う… チ ューベーユー(豆 殴)座 る … イ ドル(仁 位 ・今里 ・阿連)

蹴 る… ケマ ツレル(豆 殴)豆 殴 では蹴 る と言わ ないで、ケマ ツ レル とい う。

病気に なる… イタム(仁 位 ・今里 ・阿連 ・久 田)「 イ タン ジ ョル ゲナ」(今 里)

死 ぬ … ガネル(阿 連)(罵 倒 語)・シヌル(久 根 田舎)

煮 る… タ ク(厳 原)「 味噌汁 をタ ク」 「芋を タク」 とい う。

掘 る… パル(仁 位 ・今里 ・阿連)畠 を耕す。鍬 で土を掘 るをパル、掘 り返すを パ リカヤス とい

う。 ホルは深 く掘 るの意。豆殴で三つ又や鋤で掘 る。

目が覚 める … オ ドロク(仁 位 ・今里 ・阿連 ・小浦)夜 眠 っていて急 に 目が覚め る。「赤 ち ゃんが

オ ドロク」

潜 る… カ ツグ(鰐 浦 ・曲)・カセ グ(曲)

許 す … コラエル(今 里)・コラユル(阿 連)酔 う… ヨー(今 里 ・阿連)

叫 ぶ … オ ラブ(今 里 ・阿連 ・豆殴)笑 う… ワロー(仁 位)

14)助 詞 ・助動詞 ・副詞 ・接続詞 ・感動詞 ・代名詞 など

～か ら[接 続助詞]… ケー(仁 位 ・久 田 ・豆殴 ・曲)「 冷(ひ)え ケー 火を焚 こ う」「暑 いケ休 も う」

「暑(あ つ)ケ お られん」「今夜 ヒエーケ雪 が降 る じゃろ」豆殴 では 「この米高 いテ」 とテ

を使 うが、 カラの方がていねい。

～けれ ども[接 続助詞]… ケン ドン(仁 位 鰐 浦 久 田・小浦 曲)「 いい アン ベ ーン ー じゃケン ド

ンそ うす るバイ」(鰐 浦)「 雨 が降 るケン ドン行 こ う(久 田)」 ケ ド(仁 位 ・豆殴 ・小茂 田)と

もい う。「雨 が降 りよったケ ドヒユ リ(日 和)に な った」 久根 田舎 の会話 「アヤ ドン(あ な

た)ミ ムが トユー シテ てんで 会 うてわ ならん ケ ッ ドモ 目は達者 なもんです。いついてみて

ん タイン ー喜んで くれ しゃ りま した」
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バ ッテを使用す る地域(仁 位 佐 須奈 鰐 浦)も あ る。「キチケ バ ッテ(疲 れた ので)休 もうや」

豆殴では 「よ う見た ケー ドモ分か らん」 のよ うにいい、昔か らバ ッテン を使用 しない。

～ よ り[比 較 の基準 を表す助詞]… ～ カラ 豆殴 では 「花 カラ団子がいい」 とヨ リの代わ りに カ

ラを使用。 「この子 カ ラあの子がい い」 ともい う。佐須奈 では 「花 ヨ リャ団子」 とヨ リを

使用す る。

～か[文 末助詞]… バイ 「ジーに も会 うチキ タ(会 って きた)バ イ」ン ーバ イ(久 田)・ン ーバ ヨ

(豆殴)、 豆殴 で、「博 多行 くバイ(て いね い)・イ クタイ(対 等)・イ クザエ(悪 い こ とば)「 オ

リャ モー イ クザエ」、佐須奈で 「行 くバ ヤ」「今 日仁位 にイチ ョッタバ イ」 「イチ ョリマシ

タイ(優 しい」 「ベ ーベ ーに会 うチキ タケン ドン ミムが トユー して ハナシャー マル デ デケ

ンザ ツタ」

～ も～ も… ～ ヤ～ ヤ 「芝居 ヤ花 ヤ見 た」(鰐 浦)

大 変[副 詞]… ヤナ(仁 位)「 あの女 はヤナ ク レー(黒 い)」 「ヤナ ヒエ ー(寒 い)日 ヤ ッタ」

行 こ うよ… 豆殴 で 「イ コー ニャ(ネ ヤ)」 ～ ガヤ 「行 くガヤ(行 くか)」

いいえ[応 答詞]…ン ニャ(仁 位 ・曲 ・佐須奈)・ン ネ(小 浦)・イイヤ(鰐 浦)

は い[応 答詞]… ハイ(仁 位)、 ヘ ー(仁 位 ・小浦 曲 ・佐須奈 ・鰐浦)・オー(目 下 に)(仁 位 ・小浦 佐

須奈)『 対馬南部方言集』には、 シーは貴人に応え る返事 とあ る。

～ なか った … ～ ザ ッタ(厳 原)「 分 か らザ ッタ」 「せザ ッタ」「行 かザ ッタ」

少 しだけ … チ ッ トバ ーカ(仁 位)ど うぞ … ハイ ヤー(仁 位)「 ハイヤー アガ ラン ヤー」

ど うもこ うも… ドーン コーン(仁 位)い つで も… イ ッデン(今 里)

い つ もか も… イン モカモ(今 里)そ んなに …ン ゲン(今 里)

す っか り… シャン ト(今 里)時 々 … トッ ドッ(今 里)、 トーク ドク(曲)

再 々… セーセー(今 里)

なぜ … ナン シテ ・ナシテ(仁 位)「 ナ シテそ う言 うのか」

ど うしよ う… ドーゲー シヨー(仁 位)・ ドケン シ ョー(今 里)

わ ざわ ざ… ヤカヤカ(仁 位 ・今里 ・阿連)よ い具 合に … エ ー グエン(今 里)

よ うや く… ヨー ヨン(今 里)も しもし… モ シモ ーシ(仁 位)

一 人称代名詞 … オ レ(男)(仁 位 ・今里)・オン ド(女)(仁 位 ・久 田 ・佐須奈)・ウン ドン(今 里)

二 人称代名詞 … オ シ(仁 位 ・今里 ・阿連 ・久 田・佐須奈)親 が子に オシ とい う。 オ メーサ マ(て い

ね いに)(今 里)・オメー(今 里 ・小茂 田)、

これだけ … コレシコ(久 田)そ うだ …ン ーヤ、ン ージャ

くだ さい … クデー(仁 位)「 フキモン ノ(履 物 を)ク デー」 「話 があるか らヨッテ クレン デー」

誰 々… ダッダッ(今 里)・ダル ダル(佐 須奈)誰 が したか … ダガ シタカ(今 里)

さ よ うな ら… ザ ッ トーナ(豆 殴)・ シモ ータカ(豆 殴)・ザ ッ トーヤ(佐 須奈)・ザ ッ トナ ー・ヤ ッ ト
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ナー(仁 位)古 語でイザ トイ(目 が覚 め ることが早 い)か らで、翌朝 も寝聡(い ざと)い こと

を願 う気持 ちの表れであ る。厳原では、人 の家を辞去す るときに、 オイザ トナラシャ リマ

セと言い、 目下には オイザ トヤとい う。農村部ではザ ッ トエ ーともい う。

こんに ちは … 家 に入 る とき豆殴 で、 ドー シヨルカ(目 下)、 ドー シヨルネ(目 上)

お 上が りなさい … アガ ラン ナ(目 上に)(鰐 浦)・アガラン ノ(曲)・ アガ ラン カ(年 下に)(鰐 浦 曲)

・アガル マシ ェッテ(小 浦)

敬 語 の表現 と して、厳原では コラルル、 コラ ッタ、 ヨマルル のほか、 ヨマハル とハルを使 う。

大河 内で もヨマハル とい う。仁位で も 「読 まハル」 とい う。

15)対 馬方言の性格

1950年 の調査によって見いだ した対馬方言の特徴は、次のようにまとめることができる。

① 朝鮮半島の諸方言 との関係

金持ちをヤンバン、船をペー、独身をチ ョンガのように、い くらかの借用語がみられるが、

ハングルの言語が対馬方言に及ぼす影響は少ない。パカチとい う水を入れる容器を鰐浦ではハ

ケと置き換えて使用 している。サツマイモの対馬方言コーコイモ(孝行芋)は 朝鮮半島の南部で

はコグマとなって借用されている。シケーは背負梯子で朝鮮語チゲからとい う。どちらも似た

ようなものだとい う意味のニタカバンガチのハンガチ 「同じ」は朝鮮語からである。

② 北九州の方言 との類似

北東九州、北西九州の方言との共通性が指摘できる。

終助詞のバイ(尊敬)・ザイ(卑語)を 用いる。 アイ連母音がエーになる。セ・ゼをシェ・ジェと

い う。上二段活用の 「落 ツル」、下二段活用の 「受 クル」が残存 している。指定の助動詞に

「ジャ」を用い、「ソージャ」などという。

順接助詞のケーを使用する。長崎方言のように伯父を中国語から借用のバボーを用いる。ア

クセン トは、r人文1』 の東京班報告のように二拍名詞について2型 であることなどが共通 して

いる。

③ 「～けれども」を意味する対馬方言の分布

対馬の集落ごとにバ ッテとケン ドンの使用状態が異なることが分かった。

バ ッテのみを使用する地域… 佐須奈 ・佐護・久和など。

ケン ドンとバ ッテを併用する地域… 鰐浦 曲など。

ケン ドンとバ ッテを併用するが、ほとんどバ ッテを使わない地域… 比田勝・鶏知・豆殴 内院

など。

ケン ドンのみを使用する地域… 阿連 ・小浦など。
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④ 意味 の交替 と語形 の細分

対馬方言 の調査において筆者は フラン ス言語地理学 の成果を参考に、意味 の交替 と語形 の細

分について検討 した。(堀 井令 以知執筆 「言語地理学」 『国語学辞典』所収参照)

ゴ テーは対馬方言では、身体 の意味で用い るほか、腕 の意味に な り、手 の意味に もなる。

蛇 の種類 の使 い分けは、は っき りしてい る。 ナガム シ(青 大将)ヒ ラ クチ(ま む し)ヘ ビ(赤 色

の蛇)、 ヒバ カ リ(か な り小 さい蛇)、 アキ ュー リョー(赤 くて無毒 の蛇)の ように細分す る。

魚 の名 につ いて も弁別意識が ある。 イオ(大 きい魚)と サ カナ(小 さい魚)、 エン ビ(小 さい海

老)と エ ビカ ニ(伊 勢エ ビ)の ように。

旅:の名に も種類があ る。 シ ョーケ・テボ ・スカ リ・ミン コシ・カゴ・オーズカ リ・ナガテボなど。

風 の名について風位 の名称に注 目したい。 アナジ(北 西風)、 ハエ(南 風)、 コチ(東 風)、 ハエ

コチ ・オ シャナ(南 東風)、 ニシ(西 風)、 オ トシャ(疾 風)

孫 の名は孫 曾孫 玄孫に続 くツル マゴがあ る。(マ ゴ・ヒーマゴ・ヤ シワマ ゴ・ツル マゴ)

対 馬ではかつて の武士階級 出身 と平民 出身 の言語使用に差異があ った。

士族は父を トトサ マ、母を タタサ マとい うが、平民は父を トトヤン ・トト、母 をタタ ・カカな

どと呼ぶ。

人称代名詞 の使用について も男女 ・階級 の差 に よって使 い分 け られ る。

親類 とか親戚 の語を使わ ないでイ トコとい う集落があ る。集落全体が親類 のよ うな関係で従

兄弟 ・従姉妹 同士 の結婚 も稀 では ないか らだ とい う。 この よ うに社 会言語学的研究 に資料 を提

供で きる。

海女集落 の曲では 「海に も ぐる」を カツグとい う対馬一般形にたい して 「さあ カセゴーや」

とカセグを使用す る。潜 ることが カセグことに なるか らであ る。

久 田村では、炊事中に茶碗を落 と して割れた ときに 「カ ッチ ョーサ マエ」 とい う。 この慣用

句は歴史 とかかわ りがあ る。豊臣秀吉が朝鮮半 島に 出兵 した ころ、 甲冑をつけた侍が この地に

上陸 して村 の娘を強姦 した ことか ら、 甲冑さまに捕 まればお仕舞いだ とい うことか ら、茶碗を

割 った ときにい うよ うに な った と言 い伝 え られ る。 『対馬南部方 言集』に よる と、 カチ ョーと

い う語 は人 にか らかわれ た時 に報 い る言葉 として 「ええ こん(こ の)カ ッチ ョーはまあ」 と言

い、物を仕損 じた時 などに 「ええ カ ッチ ョー」 とい う。

⑤ 古語 の残存

田畑を耕す ことをパル とい う。沖縄方言で も開墾す るのをパル とい う。墾 田とい うときのハ

ルに結ぶ語で、語頭 のp音 は古形を保 ってい る。

耳を[mim]、 ウサギを[usang]、 蟻 を[a:rmul]の よ うに発音 し、語末 の母音 を発 音 しない こ

とも対馬方言音声 の特徴 と して注 目され る。

広い 円谷 をい うワム、峡谷 のサエ(堀 田陳 ・成相陳 の地 名あ り)も 古語であ ろ う。 目を覚 ます
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をオ ドロクとい うが、『万葉集』でオ ドロクは 「はっと目を覚ます」の意味である。 このほか

ネマルが 「楽に座る」の意味から 「腐る」の意味になって、室町時代から使用され、対馬では

「弱る、腐る」の意味で使われている。オラブ(叫ぶ)、 アユム(歩 く)も 『万葉集』に出ている

古語である。

厳原や仁位で 「来られる」をコラハル、「読 まれる」を ヨマハルとハルを使 うのも、京こと

ばと比べて興味深い。

対馬方言調査の中で筆者が特に印象に残った集落は仁位であった。調査に訪問 した仁位の旧

家である長岡家は上代から続 く名家で、京都山城国乙訓郡長岡から来たとい う。仁位の近 くの

浅茅湾は風光明媚で美 しかった。r万葉集』3697の 歌 「百船の泊つる対馬の浅茅山 時雨の雨に

もみたひにけ り」と詠まれた浅茅湾付近での方言調査は半世紀を経た今も鮮やかに記憶を蘇ら

せて くれる。

昭和26年 に発表 した語彙調査報告は、ごく1部の語彙を取 り上げたに過ぎないが、それを1部

訂正 してr地 域社会の言語文化』(昭 和63年)に 再録 した。奥村三雄氏の史的考察(平成2年)に

は、対馬の豆殴と対馬の他地域の対照がなされているが、語彙全般にわたる調査報告はまだ発

表されていなかった。 したがって、本稿は昭和25年 当時の対馬方言各地の語彙全般を知る貴重

な資料とい うことができる。対馬方言の歴史的考察については別にまとめたいと思 う。
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